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芸工大広報誌のタイトルは「g g」。最初の「g」は芸工大のgであり、もうひとつの「g」
は芸術市民のg。文化的志向を持つ皆さんを「芸術市民」と名付けました。あの絵が
好き！ このデザインかっこいい！ 景観がきれい！ こんな風に日常の中で感動できる人
は立派な芸術市民。そんな芸術市民のみなさんと芸工大が、「＋」より強い「 」で結
ばれることで、新しい何かを創り上げていきたい、そんな思いを込めて「g g」、親し
みを込めて「ジー・ジー」と呼んでください。
広報室では、「g g」を置いていただけるショップやギャラリーなどを随時募集中です。
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高畠町に古くから伝わり、生活に密着してきた高畠石。歴史遺
産学科の北野准教授は昨年から『高畠まちあるき』を主催し、
高畠石の利用実態を調査。地域住民に聞き書きをしています。
「地域の人と関わり、ゆっくり歩くことで見える宝物を実感し住
民と共有する活動をしている」という北野准教授。参加した
学生たちは、日常の風景の中に隠れた価値を見つけています。

活動に関わる学生と地域住民の声をご紹介します。

日常の中に溶け込んだ文化を掘り起こし
その価値を新たな世代へつなぎます。

表紙のアート

TUAD IS HERE
●日常の中の芸工大

「日本一『さくらんぼ』祭り」で、
真っ赤なさくらんぼと北前船の神輿が
山形をアピール。

6月23日、24日の2日間にわたり、山形市中心街

で開催された「日本一『さくらんぼ』祭り」。美

術科総合美術コースでは、山形県の依頼でイ

ベントの目玉となる『さくらんぼ御
みこし

輿』を制作。

学生20名が参加し、アイデアを出し合い、県

の担当者との講評会によって選ばれた案の制

作に全力で取り組みました。真っ赤なさくらん

ぼを、実際に農園で使用されている反射材を

使った銀色の棒で持ち上げるようにして組ん

だ形状、勢いよく船出する北前船を象った神

輿は迫力十分。当日は、歩行者天国となった

本町から七日町にかけて学生と教員が神輿を

担ぎ、祭りをより一層盛り上げました。

WEB 学生と教員の取り組みをご紹介します。
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建築の在り方は、
その場所ごとに
違うはず。 
馬場正尊
［建築・環境デザイン学科准教授］

必要なのは、
スタイルに左右されない
考え方をすること。
竹内昌義
［建築・環境デザイン学科教授］

山形に位置する東北芸術工科大学は、東北・日本の将来像を形づくるべく、
様々な活動を展開。山形県のお隣、宮城県でも、数多くのプロジェクトを進行しています。
宮城の未来に繋がるような事例たちから、私たちのこれからも見えてくる気がします。

つながる、つくる。東北のこれから。

竹内昌義　Masayoshi Takeuchi

1962年神奈川県生まれ。東北芸術工科
大学建築・環境デザイン学科教授。1995

年にみかんぐみ共同設立。代表作に
『Shibuya  A X』、『愛・地球博トヨタグルー
プ館』、『伊那東小学校』、『Y150はじまり

の森』、『マルヤガーデンズリノベーション』
など。著作に『団地再生計画／みかんぐみ
のリノベーションカタログ』、『別冊みかんぐ
み1』、『別冊みかんぐみ2』、『脱ファスト風
土化宣言』、『未来の住宅』、『原発と建築
家』など。

馬場正尊　Masataka  Baba

1968年佐賀県生まれ。東北芸術工科大
学建築・環境デザイン学科准教授。2002

年、Op e n Aを設立し建築設計、都市計
画、執筆ほか、メディアや不動産などを横
断しながら活動。都市の空地を発見する
サイト〈東京R不動産〉を運営。代表作に、
『TABLOID』、『房総半島の連棟』、『勝ちどき

THE NATURAL SHOE STOREオフィス&

ストック』、など。著作に『R the Transf ormers 

都市をリサイクル』、『新しい郊外の家  RELAX 

REAL ESTATE LIBRARY』など。

馬場：建築・環境デザイン学科では去年、仙台デザインホーム

さんとコラボレーションして、仙台市青葉区にある築35年の集

合住宅の一部屋をリノベーションしたんです。学生が提案した

5案の人気投票をウェブで行って、1位になったものを施工。発

表会当日のうちに4件の申し込みがあるほど大人気でした。

竹内：学生が設計したものが評価され、建築に関わったものが

実際に売られるというのは凄いですよね。

馬場：しかも、それに関わった何人かはその会社に就職もしてい

たりする。学生と大学、仙台市との持続的な関係性もできてき

ました。現在は石巻で被災した方の住居として、仙台市の中古

物件をリノベーションするという企画も発動しています。

竹内：日本は2005年に人口のピークを迎え、高度経済成長時

代に造ったビルをどう活かしていくかが社会的な課題となって

います。既存の空間をただ使うのではなく、どこかを思い切り変

えるというリノベーションを行うと、建物に新しい価値観が生ま

れますね。ちょっとしたことなんですけど。

馬場：人が何かしている風景が想像できているか、できていな

いかはかなり大きいですね。R不動産的な視点で見ると、仙台

の街には面白い物件が沢山あります。今までリノベーションがあ

まり行われていなかった仙台で、この活動がきっかけとして、こ

れから新たな広がりになれば良いなと思っています。建築だけ

でなく街づくりから提案している唐桑町の高台移転は、都市部

とは違った視点がありますよね？

竹内：唐桑町は、集落として共同体をどう維持しながら移転でき

るか、何をどうするのがベストかを住民から引き出す作業をして

います。そのために何度も現地へ通っていますが、最近になって

やっと思っていることを話してくれるようになってきました。最初は、

新たな住居をエコハウスにすると言ってもピンとこない様子で。

馬場：遠慮もあったでしょうし、コミュニケーションに時間がかか

ったんですね。

竹内：打合せが終わってから、ぼそっと本音が出てきたりするん

ですよ。そういったやり取りの中で住民の方と話ができるように

なって、エコハウスはこうあるべきだ、というこちら側の思い込み

がガラガラと崩れていく感じはちょっと面白いですね。「エコハ

ウスはなぜ洋風なんだ、和室が二間続いたエコハウスはないの

か」と聞かれた時に「あ、それいいじゃん」と思ったわけです。学

生みたいですけど（笑）。昔の日本のライフスタイルは、座敷の

奥にまで日射しが入るように工夫したりしてきたわけだから、「日

本のエコハウスって何だろう」と考えた時にこの発想は奥が深

い、と思い始めました。

馬場：唐桑町のプロジェクトの興味深いところは、お年寄りのと

ても素朴なお話と最先端の技術が同時に出会って、それによっ

て未来に続く町や家ができることですね。津波は不幸なことで

したが、強引にポジティブに言うと、これからどういう街になるの

か、将来像が見られることに期待が持てます。ピカピカじゃない

けど、最先端のコンセプトで新しい街が作られようとしていると

思うんですよね。

竹内：住民の方とキャッチボールをしていると、本当にいろいろ

な発見があります。従来の共同体的な繋がりが大事だと言う一

方で、新しい住宅地に対する憧れも少しあるんですよ。そういっ

た矛盾する要望に対して、学生の方が屈託なくズバッと発言し

て、それが素直に受け入れられたりもして。

馬場：プロジェクトに関わった学生たちが大人になっていくのを

感じます。仙台市のリノベーション、唐桑町の人々、社会と関わ

る中で、会話のレベルが上がっているのが分かります。とても良

い経験になっているのではないでしょうか。

竹内：例えば東京で学んでいたら、否応もなく“標準”を教えら

れることになると思うんです。しかし、建築の在り方はその場所

その場所ごとにあるべきで、その必要性はこれからどんどん出て

くると思います。

馬場：東北でさえ都市も田舎もあるし、気候、人口、積雪量も違

っていますからね。今私たちがやっていることは、スタイルに左

右されない所から物事を考えたり、普遍的な姿に辿り着こうと

している側面があるかもしれません。

竹内：全然派手じゃなくて身近なことをやっているだけですが。

どこかで世界に繋がっている気がして、そこが面白いですね。

宮城県仙台市のリノベーション事業、
気仙沼市唐桑町の高台移転に、
建築・環境デザイン学科が取り組んでいます。

●竹内昌義教授  × 馬場正尊准教授  対談

トークイベント開催

人口減少が進む一方で、新しい建築の過剰供給が続いている現在の日本。スクラップ＆ビルドの時代は終わり、
既存の建物をどう活かすのかが、重要な問題になっています。そうした中、建物の味を活かしながら空間を大胆に
生まれ変わらせる「リノベーション」が、住まいの選び方や都市の機能を大きく変えています。
世界的な建築ユニット〈みかんぐみ〉の竹内昌義と〈東京Ｒ不動産〉の馬場正尊の2人が、これまで手掛けたリノベ
ーション物件の事例や仙台での可能性を紹介。古い建物をお持ちの方や、これから住まいを探す人、街の再生か
活性を考える人、デザインを学ぶ人に向けて、仙台という都市のリサイクルや、これからのライフスタイルについて考
えるトークショーを開催します。

●仙台R計画～竹内昌義と馬場正尊が語る都市のリノベーション
日時 ： 7月22日（日）14:00～15:30（開場13:30）（定員200名／入場無料／予約不要）
会場 ： せんだいメディアテーク1階 オープンスクエア

出演 ： 竹内昌義（建築家、建築・環境デザイン学科教授）／馬場正尊（建築家、建築・環境デザイン学科准教授）

宮城県北部の唐桑町では、東日本大震災で流出し
たひとつの地域の高台移転に参画しています。横浜
市立大学、神戸大学、東北芸術工科大学との共同
プロジェクトで、2011年10月に本格始動。1ヶ月に1回
程度のペースで学生と教員が赴き、地元の方の意見
を取り入れながら、エコハウスが建ち並ぶ未来の街
づくりを進めています。

唐桑町高台移転

仙台市青葉区の本町エリアでどのようなライフスタイル
が考えられるのか。そのストーリーをイメージすることか
ら設計を始め、学生がデザインした5プランをWEB上
で公開。人気投票を行い、1位の得票数を獲得したプ
ラン「二人暮らしの家」が実際に施工、販売されまし
た。仙台の都市部でのこれからの住まい方として、今
後の展開にも注目です。

仙台リノベーション
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絵画3作品で空間を演出。
エスパル仙台店、社員食堂。
●木原正徳［美術科洋画コース教授］

東日本大震災をうけて、津波被災地や店舗が移転統合した地域の

方々の利便性を確保するために営業を開始した、仙台銀行の移動店

舗『どこでも窓口』。グラフィックデザイン学科の中山教授は、名称選

定のアドバイス、車両外装のグラフィックデザインを担当しました。

「どこでも窓口」という名称は、“震災によって傷ついた「ふるさとの復

興」のために、きずな・愛によって結ばれた、たすけあい・応援の気持

ちを被災地のどこでも届ける、仙台銀行の新しい窓口”というコンセプ

トのもと選定しました。この名称は、大震災発生時に仙台銀行へ入行

した平成23年度新入行員32名から公募。中山教授は“ふるさと復興”

を願う新入行員の気持ちをつなぐ名称として『どこでも窓口』を採用

し、地域の復興を支援したいという想いを、大漁旗のイメージに込め

て車両外装デザインを行いました。仙台銀行のコーポレート・カラーで

ある色とりどりのグリーンを組み合わせ、仙台銀行の略称「仙銀」の2

文字を縦に表記したデザインは、見る人に爽やかな印象を与えます。

銀行の機能と復興への想いを積み込み、復興途中の宮城県内を走り

回る『どこでも窓口』は、地域住民の注目を集め受け入れられています。

◎共創デザイン室　URL：http://www.tuad.ac.jp/kyoso/

中山ダイスケ　Daisuke Nakayama

1968年香川県出身。武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科中退。現代美術家、
アートディレクター、（株）daicon代表取締役。1998年第一回岡本太郎記念現代芸
術大賞準大賞等の国際展に選出されるなど、展覧会、受賞多数。商品開発、コンセ
プト提案など、美術以外の活動も幅広い。

宮城県の復興へ取り組む仙台銀行の
決意を表現した「どこでも窓口」。
●中山ダイスケ［グラフィックデザイン学科教授］

美術科洋画コースは、NPO法人東北の造形作家を支援する会（SOAT）

からの依頼で、エスパル仙台店にある社員食堂と談話室に飾る壁画

を3点制作しました。担当する木原教授が選出した学生5名は、現場

に足を運び空間を把握した上でそれぞれプランを提出。いずれ劣らぬ

秀作だったため、今回は3名のアイデアを採用し、3つの作品が統一感

を持ってひとつの空間に収まるように工夫しました。完成したのは、

瑞 し々い緑が印象的な『サラダの森』（写真上）、見るだけで心が華やぐ

『フルーツの池』（写真下）、落ち着きとインスピレーションが同居する『白

樺の林』。利用者からは、それまで白い壁と向かい合っていた食事の

時間が、絵画があることで明るい雰囲気に変わったと好評が寄せられ

ました。当初、先方からはヨーロッパの風景のような絵を、とオーダーさ

れたといいます。しかし、木原教授は「学生の感性をもっと信用し、ド

キドキするようなものを期待してみましょう」と提案。結果、学生ならで

はのフレッシュな感覚の作品に仕上がりました。今回の制作について

木原教授は、「原画の拡大作業ではなく、あくまで絵画として魅力的

でなければならないことに学生たちが気づけたことも大きな経験だっ

たと思います」と、振り返りました。

木原正徳　Masanori Kihara

長野県出身。武蔵野美術大学卒業二紀展（東京セントラル美術館賞、安田火災美
術財団奨励賞、田村賞、宮本賞、他）、青木繁記念大賞展（わだつみ賞）、文化庁芸
術家海外留学特別派遣（イタリア）など。個展も多数。本学芸術学部長。

制作した5人の学生の声と『白樺の林』をご紹介します。WEB

フランス在住のアーティストのジャン＝リュック・ヴィルムート氏と西村麻

美氏が監督となり、宮城県亘理郡山元町を舞台にしたドキュメンタリー

作品『Lunch Time』を制作。映像学科の学生が中心スタッフとなり、

学科の機材を使用して、瓦礫までが津波に攫われた山元町に生きる

人々の、過去、現在、未来を描き出しました。作品の内容は、震災当日

の記憶や現在の生活の様子、町の再生や原発について住民がどのよ

うに考えているかを映像に記録し、草木だけが残る海岸線を背景に、

大きなテーブルを囲み食事をとる姿がシンクロするもの。ヴィルムート氏

は、「あるものをただ撮ろう、何かを創ろうという発想ではなく、私たちが

考えている舞台に立った住民たちと、一緒にパフォーマンスをする感

覚で制作しました。何もなくなった場所に、命だけ残った人が来た時

に何が起こるのか。舞台を作っているのはフィクションですが、彼らが

話したことは本当のことです。この映画を観て環境に対して繊細な感

覚を持ち、被災地の方にも勇気と希望を持ってもらえたら」と語ってい

ます。西村氏は、「日本で起こったことは世界中で起こり得ること。事実

を受け止め、個人レベルで考えていくきっかけになれば」と、山元町の

人 の々存在が世界中に知られることを願っています。

◎東北復興支援機構TRSO　URL：http://gs.tuad.ac.jp/trso/

ジャン＝リュック・ヴィルムート　 Jean-Luc Vilmouth

アーティスト。1952年生まれ。フランス・パリ在住。ヴェネツィア・ビエンナーレなど、大
規模な国際美術展にて作品を発表。現代アートの国際舞台で最も注目されている
アーティストのひとり。

撮影の様子、監督や参加学生の話をご紹介します。WEB

山元町再生記録プロジェクト「Lunch  Time」
アーティストと学生がドキュメンタリーを制作。

●ジャン＝リュック・ヴィルムート［アーティスト］

藤原徹　Toru Fujiwara

広島県出身。東京造形大学卒業、フランスツール美術学校修士課程修了。1996年、
フランス立体保存修復士資格認定合格。佐藤忠良記念財団を経て、宮城県美術
館に勤務。東京国立博物館、国立西洋美術館の客員研究員にも従事。彫刻の展
覧会コンサバターとしても活躍。

美術史・文化財保存修復学科の藤原教授は、宮城県美術館から文

化財保存修復研究センターへの依頼をうけ、ダニ・カラヴァンの作品

『マアヤン』の保存修復を学生たちと共に手がけました。日時計となる

柱の洗浄、劣化したコンクリートの気泡充填や、天井部分の防水、撥

水加工などの作業には学生も積極的に参加。どのように手を動かし、

どこまで手を入れるか、現場での体験を通して保存修復の定義を再

確認しました。震災以前から多くの傷ついた美術品に向き合ってきた

藤原教授は、「時代と共に管理が行き届かなくなった地域の文化財も、

震災で傷ついたものも、総合病院といえる芸工大のこのセンターで保

存処置を行っています。専門設備が整った芸工大が東北にあってよ

かった、と言われることはとても嬉しい。ただ、災害に遭った美術品の

全てを元通りにすることが正しいとは限らず、記憶としてそのままに留め

たいという人もいます。修復が必要かどうか判断するには長い時間が

必要なものもあるのです。それらの意見を汲むことも大切な過程です」

と、修復士としての考えを語りました。美術や文化史に通じ、科学の知

識を持った技術者が、的確な考えを持って保存修復を行っていくこと

ができるシステム作りは、各地域でのこれからの課題となっています。

◎文化財保存修復研究センター　URL：http://www.iccp.jp/

宮城県美術館、ダニ・カラヴァンの
「マアヤン」保存修復を行いました。

●藤原徹［美術史・文化財保存修復学科教授］

学科・コースの特長や専門性を活かして、学生も教職員も一緒に、東北のためにお手伝い。宮城県を舞台とした事例の一部を、ご紹介いたします。
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衣・食・住という言葉の通り、毎日の暮らしに欠かせな
い住まい。建築・環境デザイン学科では、一人ひとり
が持っている“こんな家に住みたい”や“こんな暮らしを
したい”を実現するために必要な知識と技術、そして
美意識を育みます。部屋の模様替えといった身近な
部分から建築、さらには地球環境まで、未来を見据え
幅広く横断的に学んでいきます。エコハウスの建設や
サスティナブル10の提言、山形R不動産など実践的な
取り組みも幅広く展開しています。

七大陸最高峰登頂を達成した写真家で、旅の中
から自身の目で見たものを綴るエッセイストとしても
活躍している石川直樹さんの写真展、「やがてわ
たしがいる場所にも草が生い茂る」をやまがた藝
術学舎で、「異人  the stranger」を本館7階ギャラ
リーで、同時開催しました。
「やがてわたしがいる場所にも草が生い茂る」では、
東日本大震災の2日後には青森県・三沢空港に向
かったという石川さんが、八戸、宮古、大船渡と、
車と徒歩で南下しながら撮った写真を中心に展示
しました。そこに写っているのは、倒壊した家、打ち
上げられた船、小さく佇む人、そこに降り積もる雪。
「写真は、世界の端的な模写、世界の断片。震災
の光景を目にした時、何ひとつこぼれ落ちてはいけ
ない気がして、主観でねじ曲げた表現ではなく記
録として最大限そのまま撮りました」という石川さん。
展示している写真の中で、万里の長城に例えられ
たほど長大な防潮堤を越えて津波が押し寄せた
宮古市田老地区は、3ヶ月ごとの時間経過を追って
撮影し、記録性が際立ったものになっています。こ
れについて石川さんは、「時間経過を見せていくこ
とで、10年後30年後に新しい役割を担う記録にな
ると思います。3ヶ月の間にもどんどん草は生えてい
きます。見続けていくことで、その果てに何が見える
のか、どういう世界が現われるのか、今後もずっと
記録し続けます」と語りました。
一方、「異人 the stranger」では、沖縄県西表島の
ミルク、宮古島のパーントゥ、鹿児島県悪石島のボ
ゼ、岩手県大船渡市のスネカなど、海の彼方から
やってくる来訪神である異人と、異人を迎える儀礼
を撮影したものを展示。6月29日のギャラリートーク
では、9つの異人について特徴や儀礼の内容、現
在の地域の人との関わりや変容について石川さん
が紹介しました。「やがてわたしがいる場所にも草
が生い茂る」でのギャラリートークで、自然に対抗
せず、自然に対する畏怖を持ちながら、得体の知
れないモノに対して柔らかく受け止め吸収していく
生き方が、日本にも昔からあることを指摘していた
石川さん。何をもたらすかもわからない異人を家に
あげ歓待する儀礼を生き生きと写した写真は、自
然と人との関係性の表れとして訪れた人々の心に
強く語りかけているようでした。なお、写真展「やが
てわたしがいる場所にも草が生い茂る」は7月末ま
で、やまがた藝術学舎で開催しています。詳しくは
11ページをご覧ください。

会期：7月14日（土）～12月24日（月・祝）
会場：開港都市にいがた水と土の芸術祭2012　
旧笹川家住宅（新潟県新潟市南区）
主催：水と土の芸術祭実行委員会
URL：http://www.mizu-tsuchi.jp/

「異人 the stranger」 新潟展
上：やまがた藝術学舎でのギャラリートークの様子。写真家として絶えず現場に身を置き、身体を通して事実を理解していくメンタリィティの重要性
について多く語りました。下：本館 7階でのギャラリートークでは100名もの参加者が、石川さんの話に熱心に耳を傾けました。

建築・環境デザイン学科

「やがてわたしがいる場所にも草が生い茂る」
「異人  the stranger」を同時開催

自然と人の在り方を問いかける
1つの視線による、2つの石川直樹写真展

「自然の力の大きさを感じました。石川さんの写真
は、メッセージが全面に押し出されているわけでは
ありませんが、どうやって自然と上手につき合って
いくかを考えさせられます。」本多さん（神戸市）

「民族的儀礼はナマハゲくらいしか知らなかったの
で、『異人』全てが日本の写真であることに驚きま
した。人や家、車にまで泥を塗り付けるパーントゥ
の存在が印象に残りました。」大泉さん（山形市）

石川直樹　Naoki Ishikawa

1977年、東京出身。東京芸術大学大学院美術研究科博士
後期課程修了。2000年、Pole to Poleプロジェクトに参加し
て北極から南極を人力踏破、2001年、7大陸最高峰登頂を
達成。行為の経験としての移動、旅などをテーマに作品を発
表し続けている。2011年に第 30回土門拳賞受賞。

仕事に対する信頼感が育む
継続的な関係性

山形エコハウスの裏庭で、実際に使用している石や土、植物を見ながら、施工方法や意図を伝える廣瀬准教授。熱心にメモをとる田中さんと地元建築家の五十嵐さん。
ちなみに田中さんは、廣瀬先生との協同で「旧横尾邸（現・東の杜資料館）利活用基本計画策定委託事業」の設計提案競技で最優秀賞を受賞。実施計画を進めている。

田中研一　Kenichi Tanaka（写真左）
建築家。建築・環境デザイン学科卒業。
株式会社シェルターに勤務。住宅設計を
専門にしながらも、自然景観に配慮した町
づくりなど多くのプロジェクトに積極的に参
加している。廣瀬准教授とチームを組ん
だ案件は5件。

廣瀬俊介   Shunsuke Hirose（写真中央）
1967年、千葉県出身。ランドスケープデザ
イナー。風土形成事務所主宰、建築・環
境デザイン学科准教授、岩手大学大学
院工学研究科デザイン・メディア工学専
攻非常勤講師。公園、街路、企業施設の
外構緑地、河岸その他の設計を手がける。

田中研一さんは、建築・環境デザイン学科卒
業後、東京で建築設計の経験を積み、現在
は山形の株式会社シェルターで住宅建築の
設計を中心に活躍しています。廣瀬准教授と
は大学での接点はなかったものの、卒業後多
くのプロジェクトを共同で手がけています。取
材当日、廣瀬准教授は田中さんと山形エコハ
ウスを訪れ、田中さんが設計協力をしている
県内のとある公共広場について、植物の選び
方や石の積み方などをアドバイス。田中さんは
真剣な表情で、メモや写真を撮っていました。
廣瀬准教授は田中さんについて、「彼の最初
の就職先が私の友人の会社だったこともあり、
田中さんの作品や仕事は知っていました。考
えが合うデザイナーさんとはなかなか出会えな
いものですが、田中さんは実直に仕事をされる
信頼がおける人です」と語りました。「卒業生
と継続した関係性を築いていけるのは、芸工
大の特長と言えるかもしれませんね。直接教
えていない卒業生でも、積極的に相談にきま
すから。山形には東京と比べて現代文化の面
では多様性が足りないところがあり、学生が目
にするものの幅が限られてしまいます。地域の
デザイナーが本当の意味で創造的な仕事を
して、それを打ち破ってほしいですね。卒業生
には、山形なり、東北の他の地域なりのデザイ
ン方法を探求して、国内外を問わず通用する

仕事をしてくれるよう期待しています」という
廣瀬准教授。一緒に仕事をすることで地元の
若い建築家を鍛え、山形をより良い町にする
人材を育てることを考えています。
また、設計協力をしている公共広場について
も、「住んでいる人が暮らしやすい家を造れる
田中さんなら、ベンチを置いただけのポケット
パークではなく、人が集い地域に根付いた場
所が造れるのでは」と期待を寄せています。
田中さんは廣瀬准教授の言葉を受け、「その
責任と期待に応えたいです。先生のように環
境を読み解いて設計される方は少ないので、
その手法を身につけたいという気持ちがありま
す。私は建築設計の分野が専門ですが、外部
を考える時には先生だったらどう考えるかを
想像します。地形、気候、生態系など広い範
囲から暮らしを捉えるために、実際に歩いてみ
るのは先生の影響ですね。分野は違いますが
考え方は一緒なので、見習いたいと思ってい
ます」と想いを伝えました。山形エコハウスで
の打ち合わせを終えた2人は大学に戻り、廣
瀬准教授の実際的なアドバイスをふまえ、さら
に濃密な打ち合わせに入るべく図面を広げま
した。それぞれ専門分野を持ったプロフェッシ
ョナルとして、OBと教授の関係が現在進行形
で育まれています。

卒業生に期待するのは、山形に文化を育む人になること。
互いのリスペクトが町を豊かに。
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NEWS & TOPICS東北芸術工科大学の「できごと」セレクション
※記載の学生・教員の所属などは、当時のものです。 NEWS & TOPICS

伝統と現代をつなぐ動物技芸
東北ルネサンス「THE 猿まわし」

東北文化研究センターでは、山口県光市の無形民
俗文化財〈周防猿まわし〉をお招きし、「THE  猿ま
わし 伝統と現代 輪の中はおとぎの国」を6月6日に開
催しました。能や狂言、歌舞伎と並ぶ伝統的な動物
技芸として、2匹の芸猿の演技や芸人とのやりとりを
披露。山形市内の園児を含む1,000名を越える方に
お越しいただきました。 ◎芸猿：愛吉／Qたろう、芸
人：源太／順平

世界に飛躍する才能
高谷廉さん「JAGDA 

Awards 2012」新人賞

彫刻コース卒業生でグラフィックデザイナー兼アート
ディレクターとして世界的に活躍する高谷廉さんが、
社団法人日本グラフィックデザイナー協会が主催す
る「JAGDA Awards 2012」で新人賞を受賞し、6月5

日～29日にクリエイションギャラリーG8（東京都）で開
催された「 JAGDA新人賞展2012 池澤樹・小野勇
介・高谷廉」に出品。またニューヨーク Art  Directors 

C lub（A DC）の90年の歴史を誇る国際的なコンペ
「ADC 91ST ANNUAL AWARDS」のポスターデ
ザイン部門でも銀賞を受賞しました。
JAGDA URL：http://www.jagda.org/

ADC URL：http://www.adcglobal.org/

AD&D URL：http://ad-and-d.jp/

しょうじまさるさんが審査員長賞に
「トーキョーワンダーウォール公募2012」

大学院修了生のしょうじまさるさんが、東京都が主催
する「トーキョーワンダーウォール公募2012」の立体・
インスタレーション部門で審査員長賞を受賞し、5月
26日～6月17日に東京都現代美術館で開催された
作品展に出品しました。来年度には東京都庁での展
示も予定されています。
URL： http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/

bunka/wonderwall/

映画「王様とボク」
監督・脚本に前田哲映像学科准教授

映画監督の前田哲映像学科准教授が『王様とボク』
の映画監督と脚本を手掛けました。事故が原因で12

年間眠り続けた主人公が突然目覚め、6歳の心のまま
で友人たちと再会する物語で、2012年9月から全国
順次公開予定です。この作品は、外苑キャンパスで一
部撮影を行っており、映像学科学生も出演しています。
URL：http://www.o-boku.com/

「東山魁夷記念
日経日本画大賞展」に学生、教員が入選

日本経済新聞社公益財団法人日本美術協会と上
野の森美術館が主催する「第5回東山魁夷記念日
経日本画大賞展」で、三瀬夏之介美術科准教授
『山ツツジを探して』が選考委員特別賞を受賞。併
せて日本画コース卒業生の久保歩さんの作品『ファ
ウンデーション』と長沢明美術科教授の作品『The 

Sea  Mountain』が入選しました。作品は、5月19日～
6月3日に上野の森美術館で開催された大賞展に出
品されました。
URL：http://www.ueno-mori.org/

七尾旅人さんの楽曲企画「songQ」
サイトウケイスケさんがジャケット制作

大学院修了生で総合美術コース副手のサイトウケイ
スケさんが、ミュージシャンの七尾旅人さんのTwitter

による楽曲制作企画「songQ」のジャケットイラストと
Tシャツのイラストを担当しました。またサイトウケイ
スケさんは、白鷹町文化交流センターAYu:M（あゆー
む）で個展「CRIER FLIER（クライヤー フライヤー）」
を開催予定ですので、ご来場ください。 ◎「CR IER  

FLIER」 7月18日（水）～8月5日（日）／一般200円
URL：http://www.tavito.net/dl/

平成24年度保護者懇談会と
就職に関する講演会を実施

6月9日に開催した保護者会懇談会では、保護者と
大学教員との懇談会のほか、就職に関する講演会を
実施。510名の保護者の方にご参加いただききました。
講演会へは株式会社リクルートの専門家をお招きし、
“今、保護者にできるキャリア支援”と題したお話を頂
戴しました。9月29日、30日に東京と仙台でも開催しま
す。詳しくは11ページをご覧ください。

700名の観客を魅了
「第10回伝統館薪能」

「第10回伝統館薪能」を5月14日に水上能楽堂「伝統
館」で開催。日本を代表する能楽師の観世銕之丞先
生や山本則重先生らが、『源平衰勢記』を物語る狂
言『文蔵』と、仇義経・弁慶主従に平知盛の怨霊が襲
いかかる能『船弁慶前後之替』を演じ、約700名の観
客を魅了しました。 ◎主催：東北文化研究センター

デザインを考え、感じ、伝える。学生たちの
「GRAPHIC PRESENTATION 2012」展

グラフィックデザイン学科3、4年の学生121人による
合同展「GR APHIC PR ESENTATION 2012」展
を本館7階ギャラリーで5月18日～27日に開催。グラフ
ィックデザインや日 の々コミュニケーションを通じて、日
常会話のように自然にデザインを“考える”“感じる”
“伝える”ことを学ぶ学生たちのイラストレーションやポ
スター、立体作品、パンフレットなど、多種多様な選り
すぐり作品、約200点を展示しました。
BLOG：http://tuadgdp2012.blog.f c2.com/

若手クリエイターを発掘する
映像コンペで大賞、
優秀賞を受賞

「仙台市中心部商店街希望プロジェクト映像コン
ペ」で、大学院仙台スクール修了生の映像作家  成
田啓吾さんの作品『ヒカリの街』が仙台市中心部商
店街賞部門で大賞を受賞。また映像学科2年生の
早坂文さんが制作した作品『希望』も優秀賞を受賞
しました。“鎮魂と未来・希望”をテーマにした映像で
仙台中心部の復興をアピールし、若手クリエイターを
発掘するコンペで、作品は「仙台なびっく」（仙台市
青葉区）で公開されました。 ◎主催：仙台市中心部
商店街希望プロジェクト実行委員会
URL：http://saru-labo.sakura.ne.jp/requiem/

東の麓酒造有限会社とコラボ
日本酒お披露目会を開催

田中範男企画構想学科教授が主催するチュートリア
ル「広告ラボ」の学生、中山ダイスケグラフィックデザ
イン学科教授やその学生有志15名が、東の麓酒造
有限会社から依頼を受け、日本酒のネーミングとラベ
ルデザイン、プロモーションを担当。『つや姫  なんどで

も』として3月27日に発売され、好評を得ています。ま
たフランス料理で『つや姫  なんどでも』を楽しむ会を
4月10日に「BISTRO Le Parc」（山形市）で開催し、そ
の美味しさを味わいました。 ◎販売価格：300ml瓶
500円（税別）／500ml瓶800円（税別）

山形で、より豊かな教育を。酒田光陵高等学校と協定書調印 人が集うことで生み出されるチカラ、企画実現を学ぶ講座

2）大学の教員等の高校への出張講義や遠
隔講義
3）高校の生徒の大学での講義等の聴講
4）大学の学生の高校での教育実習や模擬
授業
5）その他、大学・高校で協議の上同意した
事項
※山形県立酒田光陵高等学校は、山形県
立酒田北高等学校、山形県立酒田工業高
等学校、山形県立酒田商業高等学校、酒
田市立酒田中央高等学校が統合し、2012

年4月9日に開講した高校。

また、同じく外苑キャンパスを舞台とする東京
芸術学舎では『じぶん学―自分のなかに非
凡を見つけるための連続講座』（全13回／
2012年7月～12月）を開講。横尾忠則氏、千
住博氏などのプロフェッショナル13人を講師に
連続講座を開催します。椿昇氏による体験
型ワークショップも導入し、“自分解読”のカギ
を提供します。ただ今、受講者を募集中です。
◎会場：外苑キャンパス
東京企画構想学舎U R L：h t t p:/ / g a i en -

tokyo.jp/kikaku/

東京芸術学舎UR L：ht tp:/ /g a k usha. jp/

tokyo/

教育交流を目的として山形県立酒田光陵高
等学校と教育交流協定を締結し、中山英
行校長先生をお招きして交流協定書の調
印式を5月16日に行いました。本学の教員が
高校へ出向く出張授業や、高校生を本学へ
招く特別講義などを今後実施予定です。高
等学校との交流協定の締結は、山形県立
長井工業高等学校（2008年2月17日 締結）、
山形県立山形工業高等学校（2008年8月
28日 締結）に続き3校目です。
◎教育交流の概要
1）教育実践・研究に関する大学・高校双方
の情報交換および交流

東京企画構想学舎では連続座学形式の
「企画12社セミナー」と、実践演習形式の
「企画実現学科」を実施します。「企画12社
セミナー」では、人が集うことで生み出される
チカラを学び、それらが育まれるプロセスを
紐解きます。「企画実現学科」では、「PC・ス
マートフォン向けアプリ企画・開発」分野に着
目し、「企画をカタチに（＝実現）」することを目
指します。さらに講座受講生に対しては、株
式会社オレンジ・アンド・パートナーズが中心
となり、コミュニティ〈Orange Creative Lab〉
を創設。人材とビジネスのマッチングを展開
予定です。

近藤亜樹さんの作品「山の神様」が
アジア美術館の展覧会に出品

大学院修了生の近藤亜樹さんの作品『山の神様』
（10.18×2.27ｍ）が、「Phantoms of  Asia: Contemporary 

Awakens the Past」展に出品。本展はアジアの優れた
美術品コレクションで知られるアジア美術館（サン
フランシスコ）による展覧会で、9月2日まで開催予定。
会期中、アーティストやキュレーターによるトークショー、
美術評論家を交えたディスカッションなどが開催さ
れます。
Asian Art Museum URL：http://www.asianart.org/

シューゴアーツURL：http://shugoarts.com/

大塚怜美さんの修了作品が
損保ジャパン美術財団
選抜奨励展で受賞

大学院修了生の大塚怜美さんによる修了作品のひ
とつ『変身他自図～逆毛篇』が、「第31回損保ジャパ
ン美術財団選抜奨励展FINAL」で「オーディエンス
賞」を受賞。3月3日～4月1日に開催された展示に出品
されました。 ◎主催：損保ジャパン東郷青児美術館、
産経新聞社
URL：http://www.sompo-japan.co.jp/museum/

「文房具アイデアコンテスト」で
大屋彰さんの作品が優秀賞を受賞

サンスター文具の「第17回文房具アイデアコンテス
ト」で、プロダクトデザイン学科3年  大屋彰さんの作
品『万華～BANNK A』が、応募総数4,645作品の中
から優秀賞を受賞。『万華～BANK A』はクーピーペ
ンシルを削った屑を利用することで、クーピーペンシ
ルを収納する筒が万華鏡としても楽しめるデザイン
の提案です。 ◎主催：サンスター文具株式会社
URL：http://www.sun-star-st.jp/

地域と企業のつながり
感じられる研究が
高い評価を受けました

経産省が主催する「成長企業魅力発信グランプリ」
で、メディア・コンテンツデザイン学科卒業生の大場
麻美さんと佐藤早苗さんの卒業研究がノミネートさ
れ、3月6日にTHE GR AND HALL（東京都）で開
催された本選で優秀賞を受賞。研究内容は、株式
会社住吉屋食品（寒河江市）と協力し豆腐を中心と
した加工食品の開発・販売を実現した『古来のまめ
の遺伝子』。地域と企業の繋がりをイメージさせた温
もりのある内容が評価されました。
URL：http://dreamwsp.net/grandprix/

子どもの世界から
理想の環境デザインを考える

建築・環境デザイン学科では、理想の環境デザイン
を考える機会としてドキュメンタリー映画『風のなか
で～むしのいのち くさのいのち もののいのち』の上映
会を6月6日に開催。中瀬幼稚園（東京都杉並区）の
園児達の1ヶ月間から、変わらない“子どもたちだけの
世界”から見えてくる大切なものを問いかけました。ま
た、当日は同幼稚園園長の井口佳子氏も出席し来場
者の方 と々意見を交わしました。
URL：http://www.kazenonakade.com/

企画構想学科の学生7名が
フラワー長井線ガイドブックを制作

企画構想学科4年の学生7名が、平林千春企画構
想学科教授の演習として、フラワー長井線の利用促
進ガイドブック『フラワー長井線ソラテツハンドブッ
ク』を企画し、制作。山形鉄道および株式会社ウェザ
ーニューズ社と協力して、鉄道マニアだけでなく気象
マニアも楽しめる全国でも珍しいローカル鉄道情報
誌で、2,000部を無料配布しました。 ◎参加学生：
庄司里／佐藤有希／梅木晴日／伊藤早紀／舟山
奈緒子／星智城／松田萌 ◎配布場所：フラワー長
井線有人駅、車内
URL：http://www.f lower-liner.jp/

デザセン2011優勝校チームが
NHK Eテレに出演

デザセン2011で優勝した有田工業高等学校の『あ
なたのおうちに。開局！ 選挙チャンネル』チームが、5

月31日に放映されたNHK  Eテレの『オトナへのトビ
ラTV』に出演。野田政権が打ち出した“選挙権年齢
20歳から18歳への引き下げ”をテーマにした内容で、
10代の若者が考えた現在の政治に対するアイディア
提案として紹介されました。 

番組公式URL：http://www.nhk.or.jp/otona/ 

デザセンURL：http://www.tuad.ac.jp/hidechamp/

注目されるエコハウスへの
取り組み「新建築」
住宅特集に掲載

建築・環境デザイン学科によるエコハウスの取組み
が、新建築『住宅特集』（2011年12月号）の特集に
掲載。『山形エコハウス』（山形県）や『HOUSE-M』
（山形県）、『オルタナハウス蔵王』（宮城県）が20ペ

ージにわたり紹介されました。また同社のWEBサイト

『新建築online』では動画を視聴できます。 ◎販売
価格：1,905円＋税 

URL：http://www.japan-architect.co.jp/jp/

東京から世界に「かわいい」を発信
「kawaii+大賞展」で受賞

大学院博士後期課程の山口裕子さん（写真右）と石
川霞さん（写真左）の作品が、「第1回Ka wa ii+大賞
展」に入選。3月20日～25日にスパイラルガーデン（東
京）で開催された入選展に出品。また3月20日の公開
審査では山口さんの作品が「伊藤羽仁衣賞」を受賞
しました。「Ka wa ii+」は、アートとデザインの視点で
「かわいい」を東京から世界に発信する公募展です。
URL：http://www.kawaiiplus.jp/kawaii.html

仙台の新たな可能性を可視化する
オリジナル映像作品を上映

大学院仙台スクールでは、コンテンツ・プロデュース領
域修了生3名がそれぞれに監督した映画を5月16日
に上映。いずれも仙台市内をロケ地に選び、見慣れ
た風景を用いながらも日常生活の価値を引き立てる
オリジナルストーリーと構成感の高い映像で監督独自
の映像世界を表現しました。 ◎神棒さやか『悲鳴の
森で』（2011年、10min） ／梶原雄大『再生の音色』
（2012年、40min） ／成田啓吾『Milky  Way』（2012

年、70min）
URL：http://www.tuad.ac.jp/sendaisc/

被災した子どもたちを支援する
助成プログラムにTRSOの活動が採択

東北復興支援機構（TRSO）は、「JICE東日本大震
災復興支援プログラム メットライフアリコ社員寄付
子ども支援プログラム」の助成先21団体のひとつに
選出されました。このプログラムは、東日本大震災
と原子力発電所事故に伴い、被災した子どもたち
を支援し、子育てに関わる取り組みを応援する目的
で、2011年12月から実施されています。 ◎事業名：キ
ッズ・アート・キャンプ山形  ◎期間：2012年4月1日～
2013年3月31日 ◎金額：1,000,000円
TRSO URL：http://gs.tuad.ac.jp/trso/

おしどりミルクケーキの姉妹品
「サクサクミルクチップ」リニューアル

総合美術コースでは、菓子製造メーカー〈日本製乳
株式会社〉（高畠町）から、幅広い層をターゲットにし
た商品開発の依頼を受け、『サクサクミルクチップ』
のパッケージとPOPのデザイン、リーフレットのディレ
クションを行いました。パッケージデザインは小川牧
さんのアイディアが採用。6月には『Oshidori  MILK 

CHIP濃厚バニラ』も同じデザイン展開として新発売
されています。 ◎販売価格：1袋200円＋税
URL：http://www.nihonseinyu.co.jp/sakusaku/

牧野広大さんが奨励賞を受賞
「日本ジュエリーアート展」

大学院修了生の牧野広大さんが、「日本ジュエリーア
ート展」で奨励賞を受賞。5月12日から7月2日にかけて、
上野の森美術館（東京都）、伊丹市立工芸センター
（兵庫県）、国際デザインセンター・デザインギャラリ
ー（愛知県）で開催された巡回展に出品されました。 

◎主催：公益社団法人日本ジュエリーデザイナー協
会／伊丹市立工芸センター
URL：http://koudai27.jimdo.com/

安達裕平さんのCGアニメ作品が
「European Media  Art  Festival」で入選

映像コース卒業生の安達裕平さんのCGアニメーシ

ョン作品『Landscape』が、「European  Media  Ar t  

Festival」のInternational Sectionに入選し、4月18日
～22日にオスナブルック市(ドイツ)で開催された同フ
ェスティバルで上映されました。
URL：www.emaf .de/

スマイルエンジン山形
スタッフへ感謝状

本学と山形大学の学生が中心に活動してきた日帰り
ボランティアバス「スマイルエンジン山形」は、2011年5

月4日の運行開始からこれまで41回運行し、学生、教職
員の他、他大学や一般市民を含めて、総数1,633名が
乗車しました。運行開始より1年を迎えた2012年5月5日
に定期便の運行は終了。6月15日（金）に山形大で活
動報告会を行い、運営スタッフとして尽力した学生全
員へ両大学学長連名により感謝状が贈呈されました。
◎出席：根岸吉太郎本学学長、結城章夫山形大学
学長、学生運営スタッフ ◎活動報告：鳥越渚（美術
科日本画コース3年）、熊谷周三（山形大学学生）
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EVENT SCHEDULE生涯学習プログラム講座レポート

6.1→7.31
石川直樹展、7月末まで
写真家の石川直樹氏が、震災後の風景の変化を
捉えた写真展「やがてわたしがいる場所にも草が
生い茂る」は7月末までの開催です。
●石川直樹写真展「やがてわたしがいる場所にも
草が生い茂る」
会期：6月1日（金）～7月31日（火）10:00～17:00／日
曜休廊
会場：やまがた藝術学舎（山形市松見町17-1）

7.18→7.29
いつもと違う芸工大。Lighting  object

工芸コースとテキスタイルコースの3年生が、自らの
専攻素材に他素材を組み合わせ、ダイナミックかつ
魅力的に彩る作品を生み出しました。昼はディティ
ールが際立ち、夜は作品から放たれる光が幻想的
な空間を生み出す作品を、どうぞお楽しみください。
●Lighting object 2012（ライティングオブジェクト）
会期：屋内7月18日（水）～25日（水）／屋外7月18日
（水）～29日（日）9:00～21:00

会場：本館1階および屋外前
※作品を引き取れる里親制度もあります。
○点灯式：7月17日（火）17:00 本学本館1階
○公開講評会：7月25日（水）14:00～17:00 新実習
棟Aピロティー

7.22
竹内昌義×馬場正尊トークショー
世界的な建築ユニット〈みかんぐみ〉の竹内昌義教
授と〈東京Ｒ不動産〉の馬場正尊准教授が、リノベ
ーション物件の事例や仙台での可能性を紹介。都
市のリサイクルやライフスタイルを考えるトークショー
です。詳細は3ページに掲載しています。
●仙台R計画～竹内昌義と馬場正尊が語る都市
のリノベーション

日時：7月22日（日）14:00～15:30（開場13:30）入場
無料／予約不要
会場：せんだいメディアテーク1階 オープンスクエア

7.23→7.28, 7.31→8.4
「ASK？ 映像祭2012」で個展開催
今年で8回目となる映像祭で、公募によって今後を
担う作家を発掘し、多様なジャンルの映像作品を
紹介する「ASK？ 映像祭2012」。この中で、映像学
科副手の告畑綾さんが個展を開催します。
●2011年度コンペティション大賞受賞者展
（告畑綾  個展）
会期：7月23日（月）～28日（土）11:30～19:00（最終日
17:00まで）／7月31日（火）～8月4日（土）開廊時間未定
会場：art space kimura ASK ?（中央区京橋3-6-5木
邑ビル）一部有料
TEL：03-5524-0771

URL：http://www.kb-net.com/ask  

7.28, 7.29
夏のオープンキャンパス開催
入試相談や模擬授業はもちろん、各学科・コース
の在学生作品展示や実技体験、学生・先生との交
流など沢山の企画を開催します。事前の申込不要、
途中の入退場自由、東北各地からは無料シャトル
バスの送迎もあります。大学の見学や学食での食

事だけでも、お気軽にご来場ください。
●夏のオープンキャンパス
日時：7月28日（土）・29日（日）10:30～16:00（受付
10:30～）
会場：東北芸術工科大学

7.28→9.17
ひじおりの灯で夏の夕涼み
美術科の学生を中心に34個の灯ろう絵を月山和紙
に描き、肘折温泉の通りに展示し、夜を優しく灯す
恒例のアートイベントを開催します。
●ひじおりの灯
会期：7月28日（土）～9月17日（月）
会場：大蔵村肘折温泉街
点灯時間：18:00～20:00

○絵語り・夜語り：8月11日（土）18:30～21:30 

7.29
こども芸大、夏の１日体験入学
夏ならではの水遊びや虫取りといった遊び、ふれあ
い遊びやお昼ご飯（軽食）づくりなど、ご入学をお
考えの方を対象に、こども芸術大学の活動を体験
していただける1日です。
●オープンキャンパス「1日体験入学会＋入学説明会」
日時：7月29日（日）10:00～12:00

会場：こども芸術大学
対象：入学をご検討の平成21年4月2日～平成22

年4月1日生まれの親子
持ち物・服装：帽子、コップ、タオル、着替え、汚れ
てもいい服装
お申込み：7月25日（水）までに電話かメールでこど
も芸術大学へ

8.1
東インド個展舞踊に触れる
日印国交樹立60周年となる今年、記念事業の一環
として、本学で東インド古典舞踊公演を開催するこ
ととなりました。タイトルのMOKUSHA（モクシャ）と
は、サンスクリット語で解脱を意味します。この公演
から、インドが神々の信仰の国と言われる所以を感
じ取って頂けると思います。
●東インド古典舞踊オリッシーダンス公演「ラフー
ル・アチャリヤ“MOKUSHA”モクシャ」
日時：8月1日（水）18:00～19:45

会場：水上能楽堂「伝統館」
出演：ラフール・アチャリヤ、篠原英子
入場協力金：一般1,000円（本学学生、教職員、高
校生以下無料）

8.3→8.5
芸工大でアートを体感。今度は演劇
南相馬の子どもとそのご家族が、芸工大でアートを
体感する3日間。ウクライナ民話「てぶくろ」の演劇
を、本学教員とファッションデザイナー、ダンサー、
学生が、ご家族と一緒に創作。最終日にはお披露
目の公開公演も実施します。
●キッズ・アート・キャンプ山形2012

会期：8月3日（金）～5日（日）
会場：東北芸術工科大学
対象：福島県南相馬市在住の小学生・中学生とそ
のご家族
○演劇「てぶくろ」公開公演
日時：8月5日（日）14:30～
会場：こども芸術大学こども劇場
演者：南相馬の子どもとそのご家族、本学学生など
入場：無料／一般の方も観覧可能です／申込不要
お問合せ：東北復興支援機構 TEL：023-627-2218

8.4
ひかり絵で作るオリジナルバッグ
アーティストのRicoさんをお招きし、光をあてると絵
が浮かびあがる、ひかり絵のバックをつくるワークシ
ョップを開催します。作品はお持ち帰りできます。 

●Ricoさんひかり絵  ワークショップ

日時：8月4日（土）13:30～15:30（13:00開場） 

会場：やまがた藝術学舎  

対象：小学3年～中学生、25名（先着順）
参加費：500円（材料費など）
お申込み先：広報室／7月31日締切 

TEL：023-627-2246 

RicoさんURL：http://www.rico-m.jp/

8.5
山形花笠まつりに芸工大チームも参加
山形の夏の風物詩、花笠まつりに芸工大チームもオ
リジナルの「男踊り」と「芸工大桜風吹」で参加しま
す。皆様のご声援、お願いいたします。また会期中
は、グラフィックデザイン学科の学生を中心に、花
笠踊りの飛び入り参加をお手伝いする「やっしょま
かしょ」も開催予定です。
●山形花笠まつり
日時：8月5日（日）19:20～20:30の間
会場：山形市七日町通り

8.19→8.21
宮城で開催！ 国際ヒーローサミット
大学院仙台スクール修了生の齋藤祥歩さんが事
務局メンバーとして、また大学院仙台スクールの元
客員教授の小松澤陽一氏が創設プロデューサーと
して関わる、新しいイベントが開催されます。
●宮城国際ヒーローサミット2012

会期：8月19日（日）～21日（火）
会場：宮城県松島町を中心に仙台市、石巻市
主催：宮城国際ヒーローサミット2012実行委員会
URL：http://www.miyagihero.jp

8.25
曽谷朝絵さんとアート体験  

イラストレーション等で活躍する曽谷朝絵さんをお
招きし、不思議なカタチをした半透明のフィルムを
大きな窓ガラスに貼って、一つの大きな作品をつく
るワークショップを開催します。
●曽谷朝絵  ワークショップ

日時：8月25日（土）16:00～19:00（15:30開場） 

会場：やまがた藝術学舎  

対象：15歳迄の子どもとご両親、25組（先着順）
参加費：1組500円
持ち物：懐中電灯（お手持ちの物）
お申込み先：広報室／7月31日締切 

TEL：023-627-2246

曽谷さんURL：http://www.morning-picture.com/

8.31
芸工大を職場にしてみませんか？
東北芸術工科大学では、私たちと共に大学運営に
関わっていただく事務職員を若干名募集していま
す。また、文化財保存修復研究センターでは、文部
科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
に関わっていただくポストドクターを公募しています。
詳しくは大学ホームページをご覧ください。
●東北芸術工科大学及び附置機関の教職員募集
お問合せ・応募先：東北芸術工科大学総務課
○職員希望者向け説明会
日時：7月21日（土）、8月4日（土）13:00～14:30

会場：本館201講義室
※説明会は任意参加で、両日同じ内容です。
応募締め切り：8月31日（金）必着

9.8, 10.8, 11.10
田園地帯で「福しまピクニック」
村山市の田園地帯での農業体験やものづくりを介
して、福島と山形のご家族の交流を深めていくピク
ニックイベントです。福島県から山形県に転入され
たご家族が対象です。
●福しまピクニック
日時：9月8日（土）、10月8日（月・祝）、11月10日（土） 

10:00（現地集合）～15:30（現地解散）
会場：村山市農業文化保存伝承館（村山市大字
河島元杉島1315-1）
対象：東日本大震災後に福島県から山形県に転入
されたご家族
定員：約60名程度／先着順／実施日の2日前迄に
お申込みください。
教材費：1,000円（高校生以下無料／保険料含む）
お問合せ・お申込み：東北復興支援機構
TEL：023-627-2218  Email：y-gakusha@aga.tuad.ac.jp 

9.15, 9.16
2013年度AO入試募集
ミニレクチャーやワークショップを通して、受験生の
学ぶ姿勢や意欲、将来性などを多角的に評価する、
募集人員が多い入試です。募集要項は入試課ま
でご請求ください。
●2013年度アドミッション・オフィス入学試験（AO入試）
出願期間：8月24日（金）～9月7日（金） ※最終日消
印有効
試験日：9月15日（土）・16日（日） ※学科・コースによ
って選考日程が異なります。

9.15, 9.16
2013年度被災者支援特別入学試験  

東日本大震災での被災者のため、2013年4月入学
者を対象に「東日本大震災被災者支援特別入学
試験」を実施します。震災で経済状況が著しく悪
化したものの、入学を強く希望する受験生への支
援策として、被害状況に応じて入学金・授業料の
減免措置を行います。入学後は、学生の成績に応
じて、大学在籍期間の最大4年間分の授業料が免
除となります。詳しくは入試課までご確認ください。
●2013年度東日本大震災被災者支援特別入学試験  

出願期間：8月24日（金）～9月7日（金） ※最終日消
印有効
試験日：9月15日（土）・16日（日） ※AO入試と同日程
です。学科・コースによって選考日程が異なります。

9.22, 9.23
今年はsupernova！ 「芸工祭2012」
学生が様 な々イベントや作品を準備して、学生自身
も楽しみながら広く皆様をお迎えする東北芸術工
科大学  大学祭「芸工祭2012 supernova」を開催
します。模擬店や作品展、サークルパフォーマンス
などイベントも盛り沢山です。是非ご来場ください。
●芸工祭2012 supernova

日時：9月22日（土）・23日（日）10:00～20:00

会場：東北芸術工科大学キャンパス

9.29, 9.30
東京、仙台で保護者会懇談会を開催
在学生保護者と学科教員との情報交換や相談、
交流を深める保護者会懇談会を、6月の山形に続
いて東京、仙台でも開催します。ご都合のつく保護
者の方は、最寄りの会場へご参加ください。詳しい
内容は、保護者の方へ別途郵送をいたします。
●2012年度 保護者会懇談会
○東京会場 日時：9月29日（土）13:00～17:00

会場：東北芸術工科大学  外苑キャンパス（港区
北青山1-7-15）
○仙台会場 日時：9月30日（日）13:00～17:30

会場：仙台アエル（仙台市青葉区中央1-3-1）

東北芸術工科大学 生涯学習プログラム
〒990-9530 山形市上桜田3-4-5

TEL ：0120-25-8160

（受付：月～金  9:00～17:30 ※土・日・祝休み）

FAX ：0120-41-2154

URL：http://www.tuad.ac.jp/plusart/

写真上：お互いの作品に触れることが刺激になり、和やかな雰囲気も。受講者同士の交流が新たな感性の扉を開きます。初心者の方が楽しんで陶芸がで
きるように、担当講師が丁寧に指導。 写真左下：それぞれが制作に集中する、明るく静かな土曜日の午後のひととき。大学の充実した設備を使うことがで
きるのも魅力のひとつです。 写真右下：絵付けが一番の楽しみだったという方が多かった本講座。白磁に映える鮮やかな上絵で、作品の完成度が高まり
ます。受講者は、オリジナルの器が食卓に並ぶことを楽しみにしていました。

「皿と箸置きの二種類を予定していま
したが、みなさんコツを掴んで慣れるの
が早く、作品数が増えていきました。プ
レゼント用に沢山つくっている方もいま
す」 星野友里講師（工芸コース副手）

「陶芸の手法について一つひとつ説明
した時に、理解して完成に近づくことに
喜びを感じてくれるので、指導している
こちらも新鮮な気持ちになります」
丹羽真弓講師（陶芸家）

「自分の部屋に合うように、ランチョンマ
ットとおそろいの絵柄にしました。雑貨
屋で小物を見る時も、デザインの参考
になるかもしれないと思いながら見るよう
になりました」 長谷川さん（山形市）

「 」では、在学生や卒業生の方からのイベ
ントなどの告知や、受賞情報をお待ちしてお
ります。広報室へお気軽にご連絡ください。
また、日程や掲載内容は変更になる場合があ
りますので、HPなどで事前にご確認願います。

毎日の暮らしの感性をより豊かに。東北芸術工科大学の生涯学習。

東北芸術工科大学の生涯学習プログラムは、アートを身近に感じたい、もっと深く文化を学び

たい、そんな気軽な思いから始められる講座です。下記の2012年度前期講座のお申込みがま

だ可能です。詳しい資料を無料でお送りしておりますので、お気軽にご請求ください。

◎陶芸講座「楽焼き・野焼き」　申込締切：8月9日（木）

◎臨床美術士養成講座4級取得コース（秋）　申込締切：8月24日（金）

◎臨床美術講座「絵は誰でも描ける」　申込締切：8月24日（金）

◎臨床美術リカレント講座（秋）　申込締切：9月7日（金）

「陶芸に興味はあるけどきっかけがない」「上手に

できるか不安」という方のために、入門編の陶芸講

座を開講しています。この講座で制作するのは、日

常の食卓で使うことができる箸置きや小皿。全5

回の講座の中で、最初に石膏型による道具をつく

り、2回の粘土による成型と1回の釉掛けの後、最

後に上絵具で自由に絵付けを行っていきます。

「石膏型を使用するので、初めての方でも安心し

て制作できます。同じ形のものを量産できるので、

家族の分まで持って帰られるのも好評です。自分

が作ったものを実際に使い、陶芸の楽しさを感じ

てほしいですね」と語るのは、講師の星野さん。最

終日の絵付けでは、ニカワやフノリでコーティングし

た陶器の上から、呉
ご す

須や上絵の具で絵柄を描い

ていきます。受講者は、講師のアドバイスで絵の具

の濃さを調整しながら、注意深く筆を乗せ、それぞ

れの作品に彩りを与えていきました。中には、お孫

さんのためにアンパンマンのかわいい絵柄を描い

た方、顔のようなオリジナリティ溢れる絵柄を描い

た方、量産した箸置きに様々な模様のバリエーシ

ョンをつけて描いている方などがいて、この講座の

自由なスタイルを楽しんでいるようでした。普段の

生活に合うシンプルなデザインの食器を制作して

いた、受講者の長谷川さんは「何か習い事をした

いと思っていたところ、タイミング良く初心者向け

の講座があったので申し込みました。設備や先生

がそろっているのでとてもいいです。まだ早いかも

しれませんが、いずれはロクロにも挑戦したいです。

絵画コースもいいですね」と、生涯学習に意欲を

示しました。講師の丹羽さんは、「最初から完成形

を考えきっちりと作る人もいれば、作りながら考え

ている人もいて、完成品に個性が滲み出てくるの

で教えていて面白いです。絵付けというと、絵が

描けないとダメなのでは、と思われるかもしれませ

んが、そんなことはありません。好きな色を点 と々乗

せていくだけでも陶器に表情が出るんですよ」と、

陶芸の楽しさを笑顔で伝えました。

陶芸講座：入門編
日常使いできる小物づくり ［全 5回］


